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公益信託 須田記念緑内障治療研究奨励基金
2023年度 募集要項

公益信託 須田記念緑内障治療研究奨励基金は，熊本大学において眼科学の指導研究，特に緑内障の研究・
治療に永年尽くされました故須田経宇名誉教授により設立されました。緑内障またはその治療に関する優れた
研究を助成するため，下記要項により助成金交付申請を募集いたします。
1	 助成対象
	 緑内障に関する研究全般を対象とし，申請された研究課題に助成します。
2	 応募資格

①　日本眼科学会会員である者
②　申請時において年齢 45 歳以下の者
③　緑内障を専攻し，臨床・研究を継続する意志のある者
④　緑内障治療研究に実績のある者
⑤　日本国籍を有する者
⑥　自薦・他薦は問わない

3	 選考基準
①　研究計画が優れたものであり，かつ研究者の過去の実績等に照らし優れた成果が期待できること。
②　申請目的が緑内障治療研究に関するものであり，その資金使途が明確であること。
③　申請内容に照らして，助成金の使途予定が適正であること。
④　選考委員が申請者の遂行能力の高さを評価できること。

4	 助成件数および金額
	 1〜3 件　総額 300 万円
	 （1 件あたり 100 万円を標準とします。）
	 助成金を大学等の委任経理における間接経費に充当することはできません。
	 学会参加費および旅費への支出は助成金額の 2 割以内に止めるものとします。
5	 応募方法
	 当基金所定の申請書に必要事項を記入し，下記宛先へご提出ください。申請書は下記照会先記載の URL

からダウンロードしてください。なお，応募書類は返却いたしませんのでご了承ください。
6	 応募期間
	 2023 年 11 月 1 日（水）〜2023 年 12 月 25 日（月）（当日消印有効）
7	 選考方法および通知
	 募集締切後に開催する当基金運営委員会において選考決定のうえ，2024 年 3 月上旬に申請者に書面でそ

の結果をお知らせします。
	 なお，助成対象者の氏名・所属等につきましては，公表させていただく場合がありますので，あらかじめ

ご了承ください。
	 助成金は，指定の銀行口座等（本人名義限定）へお振り込みします。
8	 助成金使用報告
	 助成対象の研究終了後，2024 年 12 月末までに次の書類を受託者宛に提出していただきます。

①　助成金使用報告書（領収証等の確証を添付ください。）
②　研究結果概要報告書（A4 縦判用紙 3 枚程度，様式自由）
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【申請書の提出先・照会先】
＜郵送先＞〒 105-8574　東京都港区芝 3-33-1
	 三井住友信託銀行 個人資産受託業務部 公益信託チーム
	 須田記念緑内障治療研究奨励基金 申請口
＜電子メール宛先＞申請書受付専用メールアドレス「kouekidenshi@smtb.jp」

※�申請書受付後，メールにてご連絡いたします。1 週間経っても連絡がない場合は，
お手数ですが下記電話番号宛お問い合わせください。提出に際し下記【電子メール
申請における留意事項】を確認のうえご提出ください。

＜電話番号＞03-5232-8910（受付：平日 9 時〜17 時）
＜申請書掲載 URL＞https://www.smtb.jp/personal/entrustment/public/example/list

HP 検索： 三井住友信託　公益信託 検索

【電子メール申請における留意事項】
・電子メール宛先は，申請書受付専用メールアドレス「kouekidenshi@smtb.jp」宛，ご送信ください。
・メールの件名冒頭は必ず，【須田緑内障基金・○○○（←申請者名）】と表記ください。
	 （この表記がない場合，受付できない場合がありますのでご注意ください。）
・書式は WORD，EXCEL，PDF 形式で，メールに添付してください。なお，郵便との併用は受付でき

ません。
・電子メール 1 本あたりの容量は，必ず 20 MB 以下としてください。容量が 20 MB を超える場合は，

メールを分割してご送信いただく等のご対応をお願いします。
・セキュリティ管理上，パブリックのファイル転送サービスはご使用いただけませんのでご注意ください。
・申請書受付後，メールにてご連絡いたします。1 週間経っても連絡がない場合は，お手数ですが上記照

会先へお問い合わせいただきますようお願いいたします。
（※）公益信託とは
個人の方が公益活動のために財産を提供しようという場合や，法人が利益の一部を社会に還元しようという場
合などに，信託銀行に財産を信託し，信託銀行は公益信託契約で定められた公益目的に従ってその財産を管
理・運用し，公益活動を行う制度です。

公益信託須田記念緑内障治療研究奨励基金
令和 4年度（第 36期）助成対象者のご報告

令和 4 年度は，多くの応募者のなかから厳正なる審査の結果，下記の方々に，研究助成金として各 100 万円
を給付し，「第 34 回日本緑内障学会」で報告いたしました。
1．飯川　龍（新潟大学医歯学総合病院眼科）
	 緑内障患者の視覚的 QOL 推定モデルの構築
2．西島義道（東京慈恵会医科大学眼科学教室）
	 神経栄養因子受容体を用いた緑内障に対する神経保護及び視神経軸索再生治療の開発
3．羽入田明子（慶應義塾大学医学部眼科学教室）
	 大規模ゲノムデータを用いた緑内障病態解明への挑戦：メンデルランダム化解析

公益信託 須田記念緑内障治療研究奨励基金
運営委員長　　　新家　眞
信託管理人　　　井上立州
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第 8回近視研究会学術集会　開催のお知らせ

　このたび，近視研究会では，2023 年 10 月 22 日（日）に慶應義塾大学三田キャンパス北館ホールにて，「第 8
回近視研究会学術集会」を開催させていただくことになりました。

　近視研究会は，近視に至るメカニズムを解明し，科学的に証明された治療法や予防法の開発に取り組み，日
常生活に取り入れることのできる生活習慣や栄養摂取による介入などのエビデンス構築を実行するなど，近視
に関わる研究を広く実施し，人々を近視から守ることで社会に貢献することを目的に活動をしております。
　第 8 回学術集会では，基礎研究の最新情報や近視外来についての話題，臨床現場の最新情報まで，幅広く学
べるプログラム構成を予定しております。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

 開催方法 ●現地　および　事後オンデマンド配信
 日　　時 ●2023 年 10 月 22 日（日）　13：00〜17：05（予定）
 場　　所 ●慶應義塾大学三田キャンパス北館ホール
		  〒 108-8345 東京都港区三田 2-15-45　
		  https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html
		  【事後オンデマンド配信】
		  日時調整中（会期後に 1 週間配信予定）
 参 加 費 ●近視研究会  会員：無料
		  近視研究会　新規会員：3,000 円（2023 年度年会費として）
		  近視研究会　非会員：5,000 円
		  ※日本眼科学会　新専門医制度：単位申請中
 ホームページ ●http://myopia.jp/guide 
 お問い合わせ ●近視研究会事務局代行（株式会社メディプロデュース内）
		  〒 150-6090　東京都渋谷区恵比寿 4-20-4　恵比寿ガーデンプレイス
		  グラススクエア　PORTAL POINT Ebisu #B5
		  e-mail：msj@mediproduce.com / Tel：03-6456-4018（平日 10〜18 時）
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The 26th IRSJ（2023）第 22回眼科臨床機器研究会 ジョイントセミナー

 期　日 ●2023 年 11 月 11 日（土）
 場　所 ●横浜シンポジア
		  〒 231-0023　神奈川県横浜市中区山下町 2 番地　産業貿易センタービル 9 階
 会　長 ●ジョイントセミナー：清水公也（山王病院アイセンター）
		  The 26th IRSJ（2023）：神谷和孝（北里大学・医療衛生）
		  第 22 回眼科臨床機器研究会：庄司信行（北里大学）
 プログラム ●The 26th IRSJ（2023）
		  メインテーマ「Navigating Vision Improvement〜眼鏡・CL の最新情報〜」
		  オーガナイザー：川守田拓志（北里大学・医療衛生）
		  モデレーター：神谷和孝，川守田拓志（北里大学・医療衛生）
		  「屈折矯正に必要な眼光学と眼鏡作製技能士」魚里　博（東京眼鏡専門学校）
		  「コンタクトレンズによる老視矯正の今」塩谷　浩（しおや眼科）
		  【アフタヌーンセミナー】（共催：千寿製薬株式会社）
		  「知っておきたい抗 VEGF 療法と医療経済の話」
		  座長：庄司信行（北里大学），演者：柳　靖雄（横浜市立大学）
		  第 22回眼科臨床機器研究会
		  【講演Ⅰ】「瞳孔計；ヒトミル」〔モデレーター：龍井苑子（北里大学）〕
		  1. 瞳孔と瞳孔計の歴史　前田史篤（新潟医療福祉大学）
		  2. 従来の瞳孔計とヒトミル　石川　均（北里大学・医療衛生）
		  3. 手持ち式両眼電子瞳孔計ヒトミル　中村　誠（神戸大学）
		  【講演Ⅱ】「近年の眼圧測定」〔モデレーター：笠原正行（北里大学）〕
		  1. アイケア ic200 手持眼圧計　徳田直人（聖マリアンナ医科大学）
		  2. アイケアホーム 2 の使用経験　齋藤雄太（昭和大学）
		  3. トリガーフィッシュの使用経験　中元兼二（日本医科大学）
 参加登録 ●下記ホームページよりご登録ください。
		  https://www.irsjws.com/
		  事前登録は締め切りました。
 会　費 ●当日登録

医師・企業研究員 コメディカル
The 26th IRSJ（2023） 5,000 円 4,000 円
第 22 回眼科臨床機器研究会 5,000 円 4,000 円
2 学会共通 9,000 円 7,000 円

 連絡先 ●〒 169-0075　東京都新宿区高田馬場 2-4-7 スタッフルームタケムラ（有）内
		  ジョイントセミナー事務局
		  Tel：03-5287-3801 / Fax：03-5287-3802 / e-mail：rssympo@staffroom.jp
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公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
2023年度「研究助成」応募のご案内

財団法人　高齢者眼疾患研究財団は 1993 年に，高齢者の視力障害をきたす疾患に関する調査・研究・国際
協力等を行い，国民の健康の増進および眼科学の進歩に寄与することを目的に設立しました。

その後 2013 年に，内閣総理大臣の認定を受け，公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団となりました。
当財団は活動の一環として，「悪性糖尿病網膜症等高齢者の視力障害をきたす疾患の予防および治療に関す

る調査研究」に対し下記の要件にて研究助成を実施しております。

 対　　象 ●�悪性糖尿病網膜症等高齢者の視力障害をきたす疾患の予防および治療に関する調査研
究（個人研究，共同研究可）

 資　　格 ●応募者の職務は常勤が望ましい
 研究期間 ●2024 年 4 月から 2025 年 3 月までに完結見込みの研究
 助成金額 ●1 件 100 万円
 締め切り ●2023 年 12 月 15 日　必着
 応募方法 ●申請書等用紙は，返信用封筒（210 円切手貼付）を同封のうえ，本財団に請求すること
		  ※�申請書をデータで請求する場合，本財団ホームページ（www.rfeda.or.jp/）の研究助

成事業よりダウンロードすること
 応募書類請求先/送付先 ●公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
		  〒 250-0042　神奈川県小田原市荻窪 1772 番地
		  佐伯眼科クリニック内　事務局：医師　佐藤貴子
		  TEL：0465-32-7526
		  FAX：0465-32-1177
 選考方法 ●�高齢者眼疾患研究財団助成選考委員会の審査に基づいて理事会で決定する。結果は

2024 年 2 月末以降に，研究代表者に連絡する
 助成金の交付 ●助成決定者に対し，2024 年 3 月以降に交付する
 研究結果発表 ●研究終了 1 年以内に研究実績報告書を提出すること
		  ※�研究成果を学術雑誌に発表する際には，高齢者眼疾患研究財団の研究助成を受けて

いることを明示すること
 その他 ●�助成対象事業に係る収入および支出を明らかにした帳簿（証拠書類を含む）を備えること

公益財団法人　高齢者眼疾患研究財団
〒 250-0042　神奈川県小田原市荻窪 1772 番地

TEL：0465-32-7526
FAX：0465-32-1177

ホームページ：www.rfeda.or.jp/
理事長　佐伯宏三
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　公益社団法人 日本網膜色素変性症協会（Japanese Retinitis Pigmentosa Society, JRPS）では，網膜色素変性
とその類縁疾患の治療法開発のための研究に対し助成を行っております。第 28 回の応募要項は以下のとおり
です。

 対　　象 ●�網膜色素変性，網脈絡膜変性，ロービジョンに関する研究を行う研究者，または診療，
教育，研究機関

 研究期間 ●2024 年 4 月から 2025 年 3 月までに完結見込みの研究
 助成金額 ●200 万円 1 名，100 万円 1 名，100 万円 1 名（ライオンズ賞〜40 歳以下の若手対象）
 応募方法 ●① �JRPS 研究助成申請 受付専用サイトよりご応募ください。
		  ② �JRPS 研究助成申請 受付専用サイトでは，指定フォームに，研究代表者名（フリガ

ナ，生年月日），研究機関名，住所，電話番号，e-mail アドレス，研究題目，研究
実施計画（1,200 字以内），研究計画と直接関係する業績目録を記入（直接入力）して
ください。

		  ③�関係する論文の別冊等，フォームに直接入力する以外の提出する資料は，すべて
PDF ファイルに変換したうえで，ファイルを応募サイトよりアップロードして提出
してください。

 締め切り ●2024 年 2 月 29 日
 選考方法 ●�JRPS 学術審査委員の審査に基づいて理事会で決定し，結果は 2024 年 6 月中に研究代

表者にご連絡します。
		�  学術審査委員長：三重大学大学院医学系研究科 臨床医学系講座 眼科学 教授 近藤峰生
 お問い合わせ ●〒 102-0072　東京都千代田区飯田橋 2-4-10 加島ビル 3 階
		  公益社団法人 日本網膜色素変性症協会 事務局
		  Tel：03-6261-0321 / Fax：03-6268-9308 / e-mail：info@jrps.org

第 28回　公益社団法人 日本網膜色素変性症協会（JRPS）研究助成のご案内

　第 27 回 JRPS 研究助成は，JRPS 学術審査委員の厳正な審査により，次の 3 件に決定いたしました（敬称略）。

［200 万円］
　万代道子（地方独立行政法人神戸市民病院機構　神戸市立神戸アイセンター病院）
　「再生医療による黄斑錐体細胞による視機能再建に関する研究」

［100 万円］
　秋葉龍太朗（千葉大学大学院医学研究院眼科学）
　「網膜中心窩における幹細胞由来網膜シート移植後の先端電子顕微鏡を用いた網膜回路リモデリング解析」

［ライオンズ賞 100 万円］
　相馬祥吾（京都府立医科大学）
　「網膜色素変性症モデルラットにおける明暗視・形態視機能の経日評価」

公益社団法人 日本網膜色素変性症協会（JRPS）

第 27回　公益社団法人 日本網膜色素変性症協会（JRPS）研究助成審査結果のご報告
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第 21回近畿弱視斜視アフタヌーンセミナー
─弱視・斜視の基礎と最新情報シリーズ─
「弱視・斜視の基礎・臨床と最新情報─その 6─」

 期　日 ●2024 年 2 月 24 日（土）　14：45〜18：15
 会　場 ●千里ライフサイエンスセンター　山村雄一記念ライフホール
		  北大阪急行電鉄（地下鉄御堂筋線）千里中央駅　北改札口 1 分
 おことわり ●�コロナ禍の状況によってはハイブリッドあるいは Zoom 開催に変更したり，5 のワー

クショップが教育ビデオ視聴に変わることがあります。判明次第，案内させていただ
きます。

 講　演 ●1．瘢痕期未熟児網膜症患者の視機能予後
		  　遠藤高生（大阪母子医療センター）
		  2．小児斜視弱視の虹彩に注意─緑内障リスクの早期発見─
		  　白井久美（橋本市民病院）
		  3．虐待による頭部外傷に伴う眼底出血の特徴
		  　森本　壮（大阪大学）
		  4．�内斜視における手術量と手術効果の奇妙な関係 

─手術量と手術効果は相関するのか？
		  　横山　連（大阪総合医療センター）
		  5．ワークショップ：レチノスコピー
		  　全メンバー（下記）
 登録料 ●1,000 円（医師・非医師）
 主　催 ●近畿弱視斜視研究会
		  （�遠藤高生，不二門 尚，木村亜紀子，雲井弥生，初川嘉一，稗田　牧，三宅三平，森

本  壮，村木早苗，野村耕治，近江源次郎，佐々本研二，白井久美，菅澤  淳，杉山
能子，築留英之，内海  隆，横山  連）� （以上 18 名・ABC 順）

		  参天製薬株式会社
 事務局 ●森本  壮（大阪大学眼科，Tel：06-6879-3456）
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 会　期 ●2024 年 4 月 18 日（木）〜4 月 21 日（日）
 会　場 ●東京国際フォーラム
 学会長 ●村田敏規（信州大学医学部眼科学教室教授）
 副学会長 ●永田征士（長野県眼科医会会長）
 プログラム委員長 ●庄司信行（北里大学医学部眼科学教授）
 テーマ ●視力を尽くさぬ闘い
 主管校 ●信州大学医学部眼科学教室
		  〒 390-8621　長野県松本市旭 3-1-1
 プログラム ●特別講演 1：西田幸二（大阪大学）
		  特別講演 2：佐藤美保（浜松医科大学）
		�  招待講演 1：David S. Friedman（Massachusetts Eye and Ear, Harvard Medical School）
		  招待講演 2：Philip J. Rosenfeld（Bascom Palmer Eye Institute）
		  評議員指名講演：万代道子（理化学研究所）
		  　　　　　　　　栗原俊英（慶應義塾大学）
		  　　　　　　　　後関利明（国際医療福祉大学）
		  【シンポジウム】
		  視力のために，死力を尽くす：レジェンド達の闘いの歴史
		  視力のために，死力を尽くす：データベース研究から見る眼疾患，等 20 本予定
		�  International Symposium，教育セミナー，サブスペシャリティサンデー，スキルトラ

ンスファー，The International Crosstalk Symposium，一般演題，学術展示，専門医
制度講習会，屈折矯正手術講習会，オルソケラトロジー講習会，各種セミナー（モーニ
ング，ランチョン，イブニング，フェアウェル），機器展示，市民公開講座

		  ※詳細は随時ホームページにて公開させていただきます。
 ホームページ ● https://www.congre.co.jp/jos2024/
 演題募集 ● 2023 年 10 月 2 日（月）〜11 月 7 日（火）正午
		  ※�演題募集詳細（募集要項，発表形式，言語等）については第 128 回日本眼科学会総会

ホームページにてご確認をお願いいたします。
 事前参加登録 ● 2023 年 10 月 2 日（月）〜2024 年 2 月 22 日（木）（予定）
		  ※�今回の事前参加登録は，オンラインクレジットカード決済またはコンビニ決済での

オンライン登録のみです。郵便振替登録は行いませんのでご注意ください。
		  会費（予定）：

参加区分 事前登録 後期登録
会員：医師 10,000 円 15,000 円
会員：後期研修医・専攻医，大学院生，視能訓練士， 
留学生等※

5,000 円 8,000 円

非会員：医師，企業，民間研究員等 15,000 円 20,000 円
非会員：後期研修医・専攻医，大学院生，視能訓練士， 
留学生等※

8,000 円 12,000 円

医学部学生，初期臨床研修医，視能訓練士学校生※ - 無料
 運営事務局 ●株式会社コングレ
		  〒 103-8276 東京都中央区日本橋 3-10-5 オンワードパークビルディング
		  Tel：03-3510-3701 / Fax：03-3510-3702 / e-mail：128jos@congre.co.jp
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